うの を、 主婦の 方で は 極めて 機嫌よ く 「いや 何でも あ 

リ ません、 ビッテ、 シェ— ン」 を 繰返して いた。 そう 

して その 人が 永い 滞在の 後に、 なつかしい 想い を 残し 

て その 下宿 を 去る 日に なって、 主婦の 方から 差 出した 

勘定書 を 見る と、 毀れ た 洗面 鉢の 代価が ちゃんと つい 

ていたと いう 話が ある。 

また ある 留学生の 仲間が ベ ル リンの T という 料理屋 

で 食事 をした 時に、 いつもす るよう に 一同で 連名の 絵 

葉書 を かいた。 その 時 誰かの 万年筆の インキが ほんの 

少しば かり 卓 布 を 汚した のに 対して、 ォ ー バ ー ケル 

ナ ー が 五 マルクと かの 賠償金 を 請求した。 血気な 連中 



力 もし.^ な レ 

しかし ともかくも 私 はちよ つ と 意外な 事に 出逢った 

ような 気がして ならなかった。 而 してこう いったよう 

な 商人が そこらに 居る という 事が 何だかち よ つ と 愉快 

な ことのよう にさえ 思われた ので ある。 

うち 

宅へ 帰って 昼飯 を 食いながら、 今日の アド ヴェン 

チ ユア ー を 家人に 話した が、 誰も 一向 何とも 云って く 

れ なかった。 

庭に 下りて 咲きお くれた 金 蓮 花と コスモス を 摘んだ。 

それ を さ つ き 買 つ た 来た 白釉の 瓶に 投げ込んで 眺めて 



含まれた 一番 大事な もの を いつでも 見失って いる。 肉 

は 肉、 骨 は 骨に 切り離されて、 骨と 肉の 間に 潜む 滋味 

はもう 味わわれなくなる。 これ は あまりに 勿体ない 事 

である。 

(大正 十 年 十二月 『明星』) 
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